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本日の予定

• 研究テーマについて

仮想化ソフトとは

VMwareについて

Grid研究への転用

• 現在の検証内容
VMware性能検証
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仮想化ソフトについて

仮想化ソフトとは

1台のマシン上にあたかも複数のマシンが存在しているかのよう

に見せかけ、複数のOSを同時に起動させることを可能にするもの。

ヴァーチャルマシン

コンピュータのCPU、記憶装置等のリソースを仮想化して、あり

もしないマシンをソフト的に作り出す。バーチャルマシンはリアル

マシンと同等の資質を持つことができる。
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VMwareについて（１）

VMwareとは

VMwareは株式会社ネットワールドから発売されているPCエミュ

レーション方式の仮想化環境構築用のソフトウェアです。

対応しているホストOSはWindowsおよびLinuxの双方に対応、

ゲストOSとしてもWindows系、Unix系の双方をカバーしている。

PCエミュレーション

ソフトウェア的に1台のPC(ヴァーチャルマシン)をエミュレートする手
法。ほぼ完全な形で1台のPCを再現する。仮想化されるPCの独立性
が高く、ゲストOSをインストールする際にOSのカーネルをヴァーチャ

ルマシン用にカスタマイズする必要がない。
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VMwareについて（2）

I/O（実機）

ホストOS

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン VMware

赤枠で囲まれた部分が

VMwareのPCエミュレート

によって作成されたヴァー

チャルマシン。

赤枠内は独立した1台の

マシンとみなされる。

I/O（仮想）１

ゲストOS１

アプリ１

I/O（仮想）２

ゲストOS２

アプリ２
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Gridコンピューティングの研究への転用（１）

VMwareには以下のような機能がそなわっている

ヴァーチャルマシンのクローンを作成する機能

ヴァーチャルマシンごとの環境設定機能

Gridコンピューティングの研究を始める際の障害として、性能差

のあるコンピュータを揃えること、また、各コンピュータにGridミド

ルウェアと呼ばれるソフトをインストールする手間と時間が挙げら

れます。
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Gridコンピューティングの研究への転用（２）

VMwareの機能を用いれば、これらの手間を減らすことが十分に

可能であると考えられます。しかし、Gridミドルウェアの動作確認を

行うといった目的でGrid環境を作る場合はかまいませんが、ベンチ

マークの開発のようにコンピュータ・ネットワーク環境の性能

比較を目的する研究を行う際には、VMwareの仮想化環境の再

現性がどの程度ものなのかを知っておかなければなりません。
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Gridコンピューティングの研究への転用（３）

再現性が低い、つまり、同一の性能を持つヴァーチャルマシン、

リアルマシンの双方で同一の実験を行った際に双方の実験結果の

間に大きな誤差が生じてしまう場合にはヴァーチャルマシン上で

行った研究に対する信頼性が失われてしまうからです。

私の研究目的はVMwareを含む仮想化ソフトがGridコンピュー

ティングの研究を行うに足るだけの再現性を持っているか検証

し、持ち得ないと判断した場合にはその他の利用方法を検討して

見ることです。
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VMwareの性能検証（１）

VMwareの性能検証として次のような実験を行いました。

実験環境

C・E・Fの名前のついた3つのHDDを搭載し、ホストOSとして

WindowsXPをインストールしているコンピュータ上で、VMware

によってEドライブ、FドライブにゲストOSとしてFedora Core5

をインストールしたヴァーチャルマシンを構築。ヴァーチャル

マシン間はVMwareのブリッジ接続方式を採用。
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VMwareの性能検証（２）

実験内容

以下に示す2通りの方法でファイルをコピーし、処理時間を比較した。

1. WindowsXP（ホストOS）を用いてE:¥ドライブからF:¥ドライブ

にファイルをコピーする。

2. E:¥ドライブF:¥ドライブの双方にヴァーチャルマシンを構築、
Fedora Core5（ゲストOS）をインストールの上、FTP機能を

用いてヴァーチャルマシン間でファイルのコピーを行う。

どちらの手法も結果としてE:¥ドライブからF:¥ドライブにファイル

をコピーすることに変わりはない。
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VMwareの性能検証（３）

E:¥ドライブ F:¥ドライブ

ヴァーチャルマシン1

リアルマシン

外部ネットワークへ

物理

仮想LAN

仮想ハブ

C:¥ドライブ

VMware
ファイルファイルファイル

ヴァーチャルマシン2
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VMwareの性能検証（４）

実験目的

VMwareによる仮想ネットワーク通信機能の検証

1.のファイルのコピーは物理的に接続された経路を使ってファイル

をコピーする。そのため、処理時間は短くなるものと考えられる。

2.のファイルのコピーはVMwareによって仮想的に構築された

LANを経由してファイルを転送する。したがって、処理時間は

比較的長くなるものと考えられる。
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VMwareの性能検証（５）

計測方法

1.の方法によるファイル転送の処理時間の計測にはC言語で作成

したプログラムを用いて計測する。

2.の方法によるファイル転送の処理時間の計測にはFTPの時間

測定機能によって算出された値を参考にする。
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VMwareの性能検証（６）

実験手順

100MB・200MB・300MB・1GBの4つのファイルを用意し前述の1.

および、2.の手法を用いて各ファイルの転送を行い処理時間を計測

する。

また、ファイル転送処理は1.および2.の手法ともに、3回づつ実行し

処理時間の平均および変動を見るものとする。
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VMwareの性能検証（７）

実験結果

1回目 2回目 3回目 平均

100MB 2.1 2.4 2.6 2.33
200MB 4.7 4.5 4.4 4.53
300MB 6.4 6.6 6.5 6.5
1GB 22.1 22.5 22.6 22.4

1回目 2回目 3回目 平均

100MB 4.3 4.4 6.1 4.93
200MB 11.0 8.6 8.3 9.3
300MB 13.0 14.0 14.0 13.3
1GB 42.0 37.0 37.0 38.6

1．の手法による

実験結果

2．の手法による

実験結果

値の単位は秒です。
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VMwareの性能検証（８）

実験結果より、予想していた通りの結果が得られたことにより

VMwareの仮想ネットワーク構築機能（ブリッジ機能に限る）

にはある程度の再現性があると考えられる。

今後の実験ではその再現性がどの程度信頼が置けるものなのか

検証していきたいと思う。
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完
（ご清聴ありがとうございました等）
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